
JP 6837881 B2 2021.3.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脈波を時間的に連続して検出する検出部と、
　第１生体情報を間欠的に測定する測定部と、
　前記第１生体情報によって前記脈波を校正し、前記脈波から第２生体情報を算出する算
出部と、を備え、
　前記検出部と前記測定部と前記算出部とは同一部位に配置される生体情報測定装置。
【請求項２】
　前記検出部と前記測定部とは同一筐体に含まれる請求項１に記載の生体情報測定装置。
【請求項３】
　前記検出部と前記測定部とを物理的に接続して一体化する接続部をさらに備える請求項
１または２に記載の生体情報測定装置。
【請求項４】
　前記検出部は生体の手首に配置され、前記測定部は前記検出部よりも上腕側に配置され
る請求項１乃至３のいずれか１項に記載の生体情報測定装置。
【請求項５】
　腕の延伸方向について、前記検出部の長さは、前記測定部の長さより小さい幅を有する
請求項４に記載の生体情報測定装置。
【請求項６】
　前記検出部の手のひら側に配置すべき第１部分の高さと、前記測定部の手のひら側に配
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置すべき第３部分の高さとが異なる請求項１乃至５のいずれか１項に記載の生体情報測定
装置。
【請求項７】
　前記第３部分の高さは前記第１部分の高さより大きい請求項６に記載の生体情報測定装
置。
【請求項８】
　前記検出部の手の甲側に配置すべき第２部分の高さと、前記測定部の手の甲側に配置す
べき第４部分の高さとが異なる請求項１乃至７のいずれか１項に記載の生体情報測定装置
。
【請求項９】
　前記検出部の腕の表面からの高さは、前記測定部の腕の表面からの高さとは腕の配置さ
れるどの位置でも異なる請求項１乃至８のいずれか１項に記載の生体情報測定装置。
【請求項１０】
　前記測定部は、前記検出部から得られる第２生体情報よりも精度よく第１生体情報を測
定する請求項１乃至９のいずれか１項に記載の生体情報測定装置。
【請求項１１】
　前記検出部は、前記脈波を一拍ごとに検出し、
　前記第１生体情報及び前記第２生体情報は血圧である請求項１乃至１０のいずれか１項
に記載の生体情報測定装置。
【請求項１２】
　前記検出部は、前記脈波として圧脈波を検出する請求項１乃至１１のいずれか１項に記
載の生体情報測定装置。
【請求項１３】
　脈波を検出する検出部と第１生体情報を測定する測定部と前記脈波から第２生体情報を
算出する算出部とを物理的に接続して一体化している生体情報測定装置での生体情報測定
方法であって、
　前記脈波を時間的に連続して検出し、
　前記第１生体情報を間欠的に測定し、
　前記第１生体情報によって前記脈波を校正し、前記脈波から第２生体情報を算出するこ
とを備え、
　前記検出部と前記測定部と前記算出部とは同一部位に配置される生体情報測定方法。
【請求項１４】
　前記測定部は、カフ圧力の時間変化と脈波信号の時間変化とに基づいて前記第１生体情
報を間欠的に測定する請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の生体情報測定装置。
【請求項１５】
　前記測定部は、カフ圧力の時間変化と脈波信号の時間変化とに基づいて前記第１生体情
報を間欠的に測定する請求項１３に記載の生体情報測定方法。
【請求項１６】
　コンピュータを、請求項１乃至１２、または１４のいずれか１項に記載の生体情報測定
装置として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、生体情報を連続測定する生体情報測定装置、方法及びプログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　生体情報を活用して早期に生体の異変を察知して治療に役立てることは、センサ技術の
発展に伴い、高性能なセンサが容易に利用できる環境になり医療における重要性も次第に
増してきている。　
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　手首の橈骨動脈等の動脈が通る生体部位に圧力センサを直接接触させた状態で、この圧
力センサにより検出される情報を用いて脈拍や血圧等の生体情報を測定することのできる
生体情報測定装置が知られている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載の血圧測定装置は、圧力センサを接触させる生体部位とは別の部位に
おいて、カフを用いて血圧値を算出し、算出した血圧値から校正データを生成する。そし
て、圧力センサにより検出される圧脈波をこの校正データを用いて校正することで、１拍
毎に血圧値を算出している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１１３３６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載の血圧測定装置では、機器が複数個必要であり、さらに装置
が大型で測定の精度を上げることが難しい。また、限定した環境で行う、かつ特定の人が
操作することが前提のため、日常の診療や在宅で使用することは困難である。さらに、こ
の血圧測定装置は、チューブや配線が多くわずらわしくて、日常や睡眠中に使用すること
は現実的ではない。
【０００６】
　この発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的とするところは、常時装着し
て時間的に連続して生体情報を校正しつつ正確な情報を取得することができる生体情報測
定装置、方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するためにこの発明の第１の態様は、生体情報測定装置であって、脈波
を時間的に連続して検出する検出部と、第１生体情報を間欠的に測定する測定部と、前記
第１生体情報によって前記脈波を校正し、前記脈波から第２生体情報を算出する算出部と
、を同一部位に備えるものである。
【０００８】
　この発明の第２の態様は、前記検出部と前記測定部とは同一筐体に含まれるものである
。
【０００９】
　この発明の第３の態様は、前記検出部と前記測定部とを物理的に接続して一体化する接
続部をさらに備えるものである。
【００１０】
　この発明の第４の態様は、前記検出部は生体の手首に配置され、前記測定部は前記検出
部よりも上腕側に配置されるものである。
【００１１】
　この発明の第５の態様は、腕の延伸方向について、前記検出部の長さは、前記測定部の
長さより小さい幅を有するものである。
【００１２】
　この発明の第６の態様は、前記検出部の手のひら側に配置すべき第１部分の高さと、前
記測定部の手のひら側に配置すべき第３部分の高さとが異なるものである。
【００１３】
　この発明の第７の態様は、前記第３部分の高さは前記第１部分の高さより大きいもので
ある。
【００１４】
　この発明の第８の態様は、前記検出部の手の甲側に配置すべき第２部分の高さと、前記
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測定部の手の甲側に配置すべき第４部分の高さとが異なるものである。
【００１５】
　この発明の第９の態様は、前記検出部の腕の表面からの高さは、前記測定部の腕の表面
からの高さとは腕の配置されるどの位置でも異なるものである。
【００１６】
　この発明の第１０の態様は、前記測定部は、前記検出部から得られる第１生体情報より
も精度よく第２生体情報を測定するものである。
【００１７】
　この発明の第１１の態様は、前記検出部は、前記脈波を一拍ごとに検出し、前記第１生
体情報及び前記第２生体情報は血圧であるものである。
【００１８】
　この発明の第１２の態様は、前記検出部は、前記脈波として圧脈波を検出するものであ
る。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明の第１の態様によれば、脈波を時間的に連続して検出する検出部と、第１生体
情報を間欠的に測定する測定部とにより、生体情報測定装置がコンパクトになっているの
で、容易に装着して測定することができてユーザにとって利便性が大きい。さらに、測定
部が測定した生体情報に基づいて脈波を校正するので、脈波から精度のよい生体情報を算
出することが可能になり、高精度の生体情報をユーザが簡単に得ることが可能になる。ま
た、測定部は間欠的に測定するのみなので、測定部がユーザを干渉する時間が少なくなる
。また、検出部、測定部、及び算出部を同一部位（例えば、左手首、または右手首）に備
えるので、生体情報をほぼ同一箇所から取得することができる。
【００２０】
　この発明の第２の態様によれば、検出部と測定部とは同一筐体に含まれるので、生体情
報測定装置がコンパクトになる。
【００２１】
　この発明の第２の態様によれば、検出部と測定部とを物理的に接続して一体化する接続
部をさらに備えるので、生体情報測定装置がコンパクトになる。
【００２２】
　この発明の第４の態様によれば、検出部は生体の手首に配置され、測定部は検出部より
も上腕側に配置されるので、手首から脈波を確実に検出することができる。
【００２３】
　この発明の第５の態様によれば、腕の延伸方向について、検出部の長さは、測定部の長
さより小さい幅を有するので、測定部がより手のひら側に配置可能になり、生体情報を測
定しやすくなり測定精度をよい状態に保つことができる。
【００２４】
　この発明の第６の態様によれば、検出部は手のひら側に配置すべき第１部分の高さと、
測定部は手のひら側に配置すべき第３部分の高さとが異なるので、検出部と測定部の位置
が視覚的及び触覚的にユーザが判定しやすくなり、検出部と測定部との位置合わせが容易
になる。従って、センサを特定の位置に配置しやすくなる。この結果、生体情報を測定し
やすくなり測定精度をよい状態に保つことができる。
【００２５】
　この発明の第７の態様によれば、第３部分の高さは第１部分の高さより大きいので、検
出部と測定部との区別が付けやすく、センサを特定の位置に配置しやすくなる。
【００２６】
　この発明の第８の態様によれば、検出部の手の甲側に配置すべき第２部分の高さと、測
定部の手の甲側に配置すべき第４部分の高さとが異なるので、検出部と測定部との区別が
付けやすく、センサを特定の位置に配置しやすくなる。
【００２７】
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　この発明の第９の態様によれば、検出部の腕の表面からの高さは、測定部の腕の表面か
らの高さとは腕の配置されるどの位置でも異なることにより、検出部の位置が視覚的及び
触覚的にユーザが判定しやすくなり、センサを位置合わせすることが容易になる。
【００２８】
　この発明の第１０の態様によれば、測定部は、検出部から得られる第１生体情報よりも
精度よく第２生体情報を測定することにより、精度の良い生体情報を測定部から得て校正
することにより、検出部からの脈波を基にして得られる生体情報の精度が確保できるので
、時間的に連続して精度良く生体情報を算出することが可能になる。
【００２９】
　この発明の第１１の態様によれば、検出部は脈波を一拍ごとに検出し、第１生体情報及
び第２生体情報は血圧であるので、生体情報測定装置は脈波一拍ごとに血圧を時間的に連
続して測定することができる。
【００３０】
　この発明の第１２の態様によれば、検出部は、脈波として圧脈波を検出するので、圧脈
波に基づいて一拍ごとに血圧を時間的に連続して測定することができる。
【００３１】
　すなわちこの発明の各態様によれば、常時装着して時間的に連続して生体情報を校正し
つつ正確な情報を取得することができる生体情報測定装置、方法及びプログラムを提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】実施形態に係る血圧測定装置を示すブロック図。
【図２】図１の血圧測定装置を手首に装着した一例を示す図。
【図３】図１の血圧測定装置を手首に装着した別例を示す図。
【図４】オシロメトリック法でのカフ圧及び脈波信号の時間経過を示す図。
【図５】一拍ごとの脈圧の時間変化とそのうちの１つの脈波を示す図。
【図６】校正手法を示すフローチャート。
【図７Ａ】図１の脈波検出部が腕に装着されている状態の断面図。
【図７Ｂ】図１の血圧測定部が腕に装着されている状態の断面図。
【図８】図２の状態で脈波検出部の高さが血圧測定部の高さよりも高いことを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、図面を参照してこの発明に係る実施形態の生体情報測定装置、方法及びプログラ
ムを説明する。なお、以下の実施形態では、同一の番号を付した部分については同様の動
作を行うものとして、重ねての説明を省略する。　
　本実施形態に係る血圧測定装置１００について図１、図２、及び図３を参照して説明す
る。図１は、血圧測定装置１００の機能ブロック図であり、脈波検出部１１０と血圧測定
部１５０との詳細を示している。図２は、血圧測定装置１００を手首に装着した一例を示
す図であり、手のひらの上方から見た概略透視図である。圧脈波センサ１１１は、脈波検
出部１１０の手首側に配置されている。図３は、血圧測定装置１００が装着されるイメー
ジ図であり、手のひらを横（手を広げた場合の指が並ぶ方向）からみた概略透視図である
。図３は、圧脈波センサ１１１が橈骨動脈に直交して配置されている一例を示している。
図３は血圧測定装置１００が腕の手のひら側の腕に載せられているだけのように見えるが
、実際は血圧測定装置１００は腕に巻き付いている。
【００３４】
　血圧測定装置１００は、脈波検出部１１０、接続部１３０、及び血圧測定部１５０を含
んでいる。脈波検出部１１０は、圧脈波センサ１１１、及び押圧部１１２を含む。血圧測
定部１５０は、脈波測定部１５１、ポンプ及び弁１５２、圧力センサ１５３、校正部１５
４、手首血圧測定部１５５、ポンプ及び弁１５６、圧力センサ１５７、カフ１５８、血圧
算出部１５９、記憶部１６０、電源部１６１、表示部１６２、操作部１６３、及び時計部
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１６４を含む。また、脈波検出部１１０と血圧測定部１５０とは同一筐体に含まれるよう
に配置されていてもよい。なお、接続部１３０は設置しない場合があってもよい。
【００３５】
　血圧測定装置１００は環状になっていて、手首等にブレスレットのように巻き付き血圧
を測定する。脈波検出部１１０は、図２及び図３に示すように、血圧測定部１５０よりも
手首の手のひらに近い側に配置される。換言すれば、脈波検出部１１０は血圧測定部１５
０よりもひじから遠い位置に配置される。本実施形態では、圧脈波センサ１１１が橈骨動
脈上に位置するように脈波検出部１１０が配置され、この配置に伴い脈波検出部１１０よ
りもひじに近い側に血圧測定部１５０が配置される。接続部１３０は、脈波検出部１１０
と血圧測定部１５０とを物理的に接続していて、互いの測定を干渉しないように、例えば
衝撃吸収材でできている。
【００３６】
　脈波検出部１１０の腕の延伸方向の長さＬ１は、血圧測定部１５０の延伸方向の長さＬ

２よりも小さく設定される。脈波検出部１１０の腕の延伸方向の長さＬ１は、４０ｍｍ以
下に設定され、より理想的には１５～２５ｍｍである。また、脈波検出部１１０の腕の延
伸方向に垂直な方向の長さＷ１は４～５ｃｍに設定され、血圧測定部１５０の延伸方向に
垂直な方向の長さＷ２は６～７ｃｍに設定される。また、長さＷ１と長さＷ２は、０（ま
たは０．５）ｃｍ＜Ｗ２－Ｗ１＜２ｃｍの関係にある。この関係によりＷ２が長過ぎない
ように設定され、周囲と干渉しにくくなる。脈波検出部１１０がこの程度の幅に収まるこ
とにより、血圧測定部１５０がより手のひら側に配置され、脈波を検知しやすくなり、測
定精度を保つことができる。
【００３７】
　圧脈波センサ１１１は、圧脈波を時間的に連続して検出する。例えば、圧脈波センサ１
１１は一拍ごとに圧脈波を検出する。圧脈波センサ１１１は、図２のように手のひら側に
配置され、通常は図３のように腕の延伸方向に平行して配置される。圧脈波センサ１１１
によって、心拍に連動して変化する血圧値（血圧波形）の時系列データを得ることができ
る。
【００３８】
なお、脈波測定部１５１が圧脈波センサ１１１から圧脈波を受け取った時刻を時計部１６
４から取得することで、圧脈波センサ１１１が圧脈波を検出した時刻を推定することがで
きる。
【００３９】
　押圧部１１２は、空気袋であり圧脈波センサ１１１のセンサ部分を手首に押圧してセン
サの感度を上げることができる。
【００４０】
　脈波測定部１５１は、圧脈波センサ１１１から時刻と共に圧脈波のデータを受け取り、
このデータを記憶部１６０及び血圧算出部１５９へ渡す。また、脈波測定部１５１は、ポ
ンプ及び弁１５２と圧力センサ１５３とを制御して押圧部１１２を加圧または減圧して、
圧脈波センサ１１１を手首の橈骨動脈を押しつけるように調整する。
【００４１】
　ポンプ及び弁１５２は、脈波測定部１５１からの指示で押圧部１１２を加圧または減圧
する。圧力センサ１５３は、押圧部１１２の圧力をモニタして押圧部１１２の圧力値を脈
波測定部１５１に知らせる。
【００４２】
　手首血圧測定部１５５は、生体情報である血圧を、圧脈波センサ１１１よりも高精度で
測定する。手首血圧測定部１５５は、例えば、時間的に連続ではなく間欠的に血圧を測定
しその値を校正部１５４に渡す。手首血圧測定部１５５は例えば、オシロメトリック法を
使用して血圧を測定する。また、手首血圧測定部１５５は、ポンプ及び弁１５６と圧力セ
ンサ１５７とを制御し、カフ１５８を加圧または減圧して血圧を測定する。手首血圧測定
部１５５は、収縮期血圧を測定した時刻と共に収縮期血圧と、拡張期血圧を測定した時刻
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と共に拡張期血圧と、を記憶部１６０へ渡す。なお、収縮期血圧はＳＢＰ（systolic blo
od pressure）、拡張期血圧はＤＢＰ（diastolic blood pressure）とも称する。
【００４３】
　記憶部１６０は、脈波測定部１５１から検出時刻と共に圧脈波のデータを順次取得して
記憶し、手首血圧測定部１５５からはこの測定部が動作した際に取得した、ＳＢＰの測定
時刻と共にＳＢＰと、ＤＢＰの測定時刻と共にＤＢＰと、を取得し記憶する。
【００４４】
　校正部１５４は、手首血圧測定部１５５が測定時刻と共に測定したＳＢＰ及びＤＢＰと
、脈波測定部１５１が測定時刻と共に測定した圧脈波のデータとを記憶部１６０から取得
する。校正部１５４は、手首血圧測定部１５５からの血圧値によって、脈波測定部１５１
からの圧脈波を校正する。校正部１５４が行う校正の手法はいくつか考えられるが、校正
の手法について詳細を後に図６を参照して説明する。
【００４５】
　血圧算出部１５９は、校正部１５４からの校正手法を受け取り、脈波測定部１５１から
の圧脈波データを校正して圧脈波データから得られた血圧データを測定時刻と共に記憶部
１６０に記憶させる。
【００４６】
　電源部１６１は、脈波検出部１１０及び血圧測定部１５０の各部へ電源を供給する。
【００４７】
　表示部１６２は、血圧測定結果を表示したり、各種の情報をユーザに表示する。表示部
１６２は例えば、記憶部１６０からのデータを受け取りデータの内容を表示する。例えば
、表示部１６２は圧脈波データを測定時刻と共に表示する。
【００４８】
　操作部１６３はユーザからの操作を受け付ける。操作部１６３には例えば、手首血圧測
定部１５５に測定を開始させるための操作ボタン、校正を行うための操作ボタンがある。
【００４９】
　時計部１６４は時刻を生成し必要とする部に供給する。例えば、記憶部１６０は記憶す
るデータと共に時刻も記録する。
【００５０】
　なお、ここで説明した脈波測定部１５１、校正部１５４、血圧算出部１５９、及び手首
血圧測定部１５５は、実装の際には例えば、それぞれの部に含まれる２次記憶装置に上述
した動作を実行するためのプログラムを記憶しておき、そのプログラムを中央演算装置（
ＣＰＵ）が読み込み演算を実行する。なお、２次記憶装置は、例えばハードディスクであ
るが記憶できる装置であれば何でもよく、半導体メモリ、磁気記憶装置、光学記憶装置、
光磁気ディスク、及び相変化記録技術を応用した記憶装置がある。
【００５１】
　次に、校正部１５４が校正する前に脈波測定部１５１及び手首血圧測定部１５５が行う
内容について図４、図５を参照して説明する。図４は、オシロメトリック法での血圧測定
でのカフ圧の時間変化と脈波信号の大きさの時間変化を示す。図４は、カフの圧力の時間
変化と脈波信号の時間変化とを示していて、時間と共にカフ圧が上がり、そのカフ圧上昇
に伴い脈波信号の大きさが徐々に上昇し最大値になって徐々に減少していること示してい
る。図５は、一拍ごとの脈圧を測定した際に脈圧の時系列データを示している。また、図
５はそのうちの１つの圧脈波の波形を示している。
【００５２】
　まず、図４を参照して手首血圧測定部１５５がオシロメトリック法により血圧測定を行
うときの動作について簡単に説明する。なお、血圧値の算出は、加圧過程に限らず、減圧
過程において行われてもよいが、ここでは加圧過程のみ示す。
【００５３】
　ユーザが血圧測定部１５０に設けられた操作部１６３によってオシロメトリック法によ
る血圧測定を指示すると、手首血圧測定部１５５は動作を開始して、処理用メモリ領域を
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初期化する。また、手首血圧測定部１５５は、ポンプ及び弁１５６のポンプをオフし弁を
開いて、カフ１５８内の空気を排気する。続いて、圧力センサ１５７の現時点の出力値を
大気圧に相当する値として設定する制御を行う（０ｍｍＨｇ調整）。
【００５４】
　続いて、手首血圧測定部１５５は、圧力制御部として働いて、ポンプ及び弁１５６の弁
を閉鎖し、その後ポンプを駆動して、カフ１５８に空気を送る制御を行う。これにより、
カフ１５８を膨張させると共にカフ圧（図４のＰｃ）を徐々に増大させ加圧していく。こ
の加圧過程で、手首血圧測定部１５５は、血圧値を算出するために、圧力センサ１５７に
よって、カフ圧Ｐｃをモニタし、被測定部位の手首の橈骨動脈で発生する動脈容積の変動
成分を、図４に示すような脈波信号Ｐｍとして取得する。
【００５５】
　次に、手首血圧測定部１５５は、この時点で取得されている脈波信号Ｐｍに基づいて、
オシロメトリック法により公知のアルゴリズムを適用して血圧値（ＳＢＰとＤＢＰ）の算
出を試みる。また、この時点でデータ不足のために未だ血圧値を算出できない場合は、カ
フ圧Ｐｃが上限圧力（安全のために、例えば３００ｍｍＨｇというように予め定められて
いる）に達していない限り、上記と同様の加圧処理を繰り返す。　
　このようにして血圧値の算出ができたら、手首血圧測定部１５５は、ポンプ及び弁１５
６のポンプを停止し弁を開いて、カフ１５８内の空気を排気する制御を行う。そして最後
に、血圧値の測定結果を校正部に渡す。
【００５６】
　次に、脈波測定部１５１が一拍ごとの脈波を測定することについて図５を参照して説明
する。脈波測定部１５１は例えば、トノメトリ法によって脈波を測定する。　
　脈波測定部１５１は、圧脈波センサ１１１が最適な測定を実現するために予め決めてお
いた最適押圧力となるようにポンプ及び弁１５２と圧力センサ１５３とを制御し、押圧部
１１２の内圧を最適押圧力まで増加させて保持する。次に脈波測定部１５１は、圧脈波セ
ンサ１１１により圧脈波が検出されると、脈波測定部１５１はこの圧脈波を取得する。
【００５７】
　圧脈波は、図５に示すような波形として一拍ごとに検出され、それぞれの圧脈波が連続
して検出される。図５の圧脈波５００が一拍の圧脈波であり、５０１の圧力値がＳＢＰに
対応し５０２の圧力値がＤＢＰに対応する。図５の圧脈波の時系列に示されるように通常
、圧脈波ごとにＳＢＰ５０３及びＤＢＰ５０４は変動している。
【００５８】
　次に、校正部１５４の動作について図６を参照して説明する。　
　校正部１５４は、手首血圧測定部１５５が測定した血圧値を利用して、脈波測定部１５
１が検出した圧脈波を校正する。すなわち、校正部１５４によって、脈波測定部１５１が
検出した圧脈波の最大値５０１及び最小値５０２の血圧値を決定する。
【００５９】
　（校正手法）　
　脈波測定部１５１が圧脈波の圧脈波データの記録を開始し、順次この圧脈波データを記
憶部１６０に記憶してゆく（ステップＳ６０１）。その後、例えば、ユーザが操作部１６
３を使用して手首血圧測定部１５５を起動させオシロメトリック法による測定を開始させ
る（ステップＳ６０２）。手首血圧測定部１５５が脈波信号Ｐｍに基づいて、オシロメト
リック法によりＳＢＰ及びＤＢＰを検出したＳＢＰデータ及びＤＢＰデータをそれぞれ記
録し、これらのＳＢＰデータ及びＤＢＰデータを記憶部１６０に記憶する（ステップＳ６
０３）。
【００６０】
　校正部１５４がＳＢＰデータ及びＤＢＰデータに対応する圧脈波を圧脈波データから取
得する（ステップＳ６０４）。校正部１５４が、ＳＢＰに対応する圧脈波の最大値５０１
と、ＤＢＰに対応する圧脈波の最小値５０２とに基づき校正式を求める（ステップＳ６０
５）。
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【００６１】
　次に、本実施形態に係る血圧測定装置１００の形状について図７Ａ、及び図７Ｂを参照
して説明する。図７Ａ及び図７Ｂはそれぞれ、脈波検出部１１０及び血圧測定部１５０が
手首に装着されている場合の腕の延伸方向に対して垂直な断面図であり、腕を輪切り状に
した場合の脈波検出部１１０及び血圧測定部１５０の断面を示している。　
　血圧測定装置１００の脈波検出部１１０は、図７Ａに示すように、手の甲側に配置され
る部分と手のひら側に配置される部分の形状が異なっている。例えば、図７Ａに示すよう
に手の甲側の腕の表面からの高さ（厚み）が小さく、手のひら側の脈波検出部１１０の厚
みが大きいことが特徴である。より詳細には、脈波検出部１１０は、手の甲側は厚みが全
て同一のＷ１であり、手の甲側から手のひら側に移る位置から厚みが増してゆき、手のひ
らの中央付近はＷ３（Ｗ１＜Ｗ３）になる。
【００６２】
　血圧測定装置１００の血圧測定部１５０も脈波検出部１１０と同様に、図７Ｂに示すよ
うに、手の甲側に配置される部分と手のひら側に配置される部分の形状が異なっていて、
脈波検出部１１０と同様の形状である。すなわち、例えば、図７Ｂに示すように手の甲側
の厚みが小さく、手のひら側の血圧測定部１５０の厚みが大きいように設計する。より詳
細には、血圧測定部１５０は、手の甲側は厚みが全て同一のＷ４であり、手の甲側から手
のひら側に移る位置から厚みが増してゆき、手のひらの中央付近はＷ６（Ｗ４＜Ｗ６）に
なる。ただし、脈波検出部１１０と血圧測定部１５０は同一の形状ではなく、脈波検出部
１１０よりも血圧測定部１５０の方が高さ（厚み）が大きい。例えば、Ｗ３＜Ｗ６となる
。
【００６３】
　以上の脈波検出部１１０及び血圧測定部１５０の構造的な特徴によって、脈波検出部１
１０の圧脈波センサ１１１部分の位置がユーザに視覚的にわかりやすくなり、圧脈波セン
サ１１１の位置合わせが容易になり、より精度良く血圧値を取得することが可能になる。
また、視覚が健常でない場合にも手の触覚で脈波検出部１１０の位置を認識できるので、
ユーザの視覚の状態に依存せず良好な血圧測定を可能にする。
【００６４】
　さらに、図７Ａに示したように脈波検出部１１０にのみ突起７０１を設けてもよい。こ
の突起７０１によって脈波検出部１１０と血圧測定部１５０とを容易に識別することがで
きる。また、突起７０１を手の甲側の最上部である頂点に設置することによって、血圧測
定装置１００の手首での回転方向（腕の長手方向に垂直で、腕輪の方位角方向）の位置決
めがしやすくなる。この結果、圧脈波センサ１１１を橈骨動脈の位置に容易に位置合わせ
することができる。なお、この突起７０１の代わりに凹みを同様の位置に設けても同様の
効果が得られる。これとは異なり、手の甲側ではなく手のひら側に同様な突起７０１（ま
たは凹み）を設けてもよく、同様な効果が得られる。
【００６５】
　次に、本実施形態に係る血圧測定装置１００の形状について図８を参照して説明する。
図８は血圧測定装置１００を手首に装着した一例を示す図であり、手のひらの上方から見
た概略透視図である。　
　本実施形態の血圧測定装置１００は、血圧測定部１５０の腕の表面からの高さ（厚み）
が脈波検出部１１０よりも高いことが特徴である。この例では、血圧測定部１５０の厚み
が全体的に脈波検出部１１０の厚みよりも大きい。この場合には、脈波検出部１１０の位
置がユーザに視覚的にわかりやすくなり、圧脈波センサ１１１の位置合わせが容易になり
、より精度良く血圧値を取得することが可能になる。なお、図８は透視図なので、手の甲
側にある突起７０１が図８に描かれている。また、血圧測定部１５０が脈波検出部１１０
の影響を受けにくくなり、精度の良い校正が期待できる。また、血圧測定部１５０のカフ
が膨張してカフが脈波検出部１１０に接触することが少なくなり、脈波検出部１１０の位
置ずれが生じにくくセンサの検出が正確になる。
【００６６】
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　上述の実施形態では、圧脈波センサ１１１は例えば、被測定部位（例えば、左手首）を
通る橈骨動脈の圧脈波を検出する（トノメトリ方式）。しかしながら、これに限られるも
のではない。圧脈波センサ１１１は、被測定部位（例えば、左手首）を通る橈骨動脈の脈
波をインピーダンスの変化として検出してもよい（インピーダンス方式）。圧脈波センサ
１１１は、被測定部位のうち対応する部分を通る動脈へ向けて光を照射する発光素子と、
その光の反射光（または透過光）を受光する受光素子とを備えて、動脈の脈波を容積の変
化として検出してもよい（光電方式）。また、圧脈波センサ１１１は、被測定部位に当接
された圧電センサを備えて、被測定部位のうち対応する部分を通る動脈の圧力による歪み
を電気抵抗の変化として検出してもよい（圧電方式）。さらに、圧脈波センサ１１１は、
被測定部位のうち対応する部分を通る動脈へ向けて電波（送信波）を送る送信素子と、そ
の電波の反射波を受信する受信素子とを備えて、動脈の脈波による動脈とセンサとの間の
距離の変化を送信波と反射波との間の位相のずれとして検出してもよい（電波照射方式）
。なお、血圧を算出することができる物理量を観測することができれば、これらの以外の
方式を適用してもよい。
【００６７】
　また、上述の実施形態では、血圧測定装置１００は、被測定部位として左手首に装着さ
れることが想定されているが、これに限られるものではなく例えば、右手首でもよい。被
測定部位は、動脈が通っていればよく、手首以外の上腕などの上肢であってもよいし、足
首、大腿などの下肢であってもよい。
【００６８】
　以上の実施形態によれば、脈波を時間的に連続して検出する脈波検出部１１０と、生体
情報（第１生体情報）を間欠的に測定する血圧測定部１５０と、脈波検出部１１０と血圧
測定部１５０とを物理的に接続して一体化していて、生体情報測定装置がコンパクトにな
っているので、容易に測定することができてユーザにとって利便性が大きい。さらに、生
体情報によって脈波を校正し、脈波から生体情報（第２生体情報）を算出し、血圧測定部
１５０が測定した生体情報に基づいて脈波を校正するので、脈波から精度のよい生体情報
を算出することが可能になり、高精度の生体情報をユーザが簡単に得ることが可能になる
。また、血圧測定部１５０は間欠的に測定するのみなので、血圧測定部１５０がユーザを
干渉する時間が少なくなる。
【００６９】
　また、脈波検出部１１０は生体の手首に配置され、血圧測定部１５０は脈波検出部１１
０よりも上腕側に配置されるので、手首から脈波を確実に検出することができる。腕の延
伸方向について、脈波検出部１１０の長さは、血圧測定部１５０の長さより小さい幅を有
するので、血圧測定部１５０がより手のひら側に配置可能になり、生体情報を測定しやす
くなり測定精度をよい状態に保つことができる。脈波検出部１１０は手のひら側に配置す
べき第１部分の高さと手の甲側に配置すべき第２部分の高さとが異なり、血圧測定部１５
０は手のひら側に配置すべき第３部分の高さと手の甲側に配置すべき第４部分の高さとが
異なり、第１部分の高さと前記第３部分の高さとは異なり、第２部分の高さと前記第３部
分の高さとは異なることにより、脈波検出部１１０と血圧測定部１５０の位置が視覚的及
び触覚的にユーザが判定しやすくなり、脈波検出部１１０と血圧測定部１５０との位置合
わせが容易になる。
【００７０】
　さらに、脈波検出部１１０の腕の表面からの高さは、血圧測定部１５０の腕の表面から
の高さとは腕の配置されるどの位置でも異なることにより、脈波検出部１１０の位置が視
覚的及び触覚的にユーザが判定しやすくなり、圧脈波センサ１１１を位置合わせすること
が容易になる。脈波検出部１１０から得られる生体情報よりも精度よく生体情報を測定し
、精度の良い生体情報を血圧測定部１５０から得て校正することにより、脈波検出部１１
０からの脈波を基にして得られる生体情報の精度が確保できるので、時間的に連続して精
度良く生体情報を算出することが可能になる。脈波検出部１１０は脈波を一拍ごとに検出
し、生体情報は血圧であるので、生体情報測定装置は脈波一拍ごとに血圧を時間的に連続
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して測定することができる。常時装着して時間的に連続して生体情報を校正しつつ正確な
情報を取得することができる。
【００７１】
　本発明の装置は、コンピュータとプログラムによっても実現でき、プログラムを記録媒
体に記録することも、ネットワークを通して提供することも可能である。　
　また、以上の各装置及びそれらの装置部分は、それぞれハードウェア構成、またはハー
ドウェア資源とソフトウェアとの組み合せ構成のいずれでも実施可能となっている。組み
合せ構成のソフトウェアとしては、予めネットワークまたはコンピュータ読み取り可能な
記録媒体からコンピュータにインストールされ、当該コンピュータのプロセッサに実行さ
れることにより、各装置の機能を当該コンピュータに実現させるためのプログラムが用い
られる。
【００７２】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【００７３】
　また、上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下
には限られない。
【００７４】
　（付記１）　
　ハードウェアプロセッサと、メモリとを備える生体情報測定装置であって、
　前記ハードウェアプロセッサは、
　脈波を時間的に連続して検出し、
　第１生体情報を間欠的に測定し、
　前記第１生体情報によって前記脈波を校正し、前記脈波から第２生体情報を算出するよ
うに構成され、
　前記メモリは、
　前記第２生体情報を記憶する記憶部と、を備える生体情報測定装置。
【００７５】
　（付記２）　
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、脈波を時間的に連続して検出し、
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、第１生体情報を間欠的に測定し、
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、前記第１生体情報によって前記脈
波を校正し、前記脈波から第２生体情報を算出することを備える生体情報測定方法。
【符号の説明】
【００７６】
１００…血圧測定装置
１１０…脈波検出部
１１１…圧脈波センサ
１１２…押圧部
１３０…接続部
１５０…血圧測定部
１５１…脈波測定部
１５２…ポンプ及び弁
１５３…圧力センサ
１５４…校正部
１５５…手首血圧測定部
１５６…ポンプ及び弁
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１５７…圧力センサ
１５８…カフ
１５９…血圧算出部
１６０…記憶部
１６１…電源部
１６２…表示部
１６３…操作部
１６４…時計部
５００…圧脈波
５０１…最大値
５０２…最小値
７０１…突起

【図１】 【図２】
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